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2021 年度 一般社団法人鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会  

事業報告 

【 事業の部 】 

1. 地域リハビリテーション活動研修会   

①    地域ケア会議推進リーダー導入研修会  

「地域包括ケアシステムについて」「地域ケア会議に求められる理学療法士・作業療法士・ 

言語聴覚士の役割」「模擬会議の実際と心構え（グループ討議）」 

  Zoom によるオンライン講座  

10 月 23 日参加者 34 名(PT13・OT9・ST12) 

R4 年 2 月 26 日参加者 17 名(PT9・OT7・ST1) 

②   介護予防推進リーダー養成導入研修会  

      「介護予防事業に関連する行政組織・関連団体と福祉計画」「介護予防事業における理学療法士・ 

作業療法士・言語聴覚士の展開方法」  

 Zoom によるオンライン講座  

10 月 24 日参加者 33 名(PT11・OT9・ST113) 

R4 年 2 月 27 日参加者 16 名(PT9・OT6・ST1) 

2. 訪問リハ研修会 

      Zoom によるオンライン講座 実務者研修 講師 6 名  

10 月 29 日 30 日 参加者 33 名(PT24・OT6・ST3) 

3．人材派遣・相談事業 

イオンのわくわくウォーキングの講師派遣 12 回  

   鹿児島市地域リハビリテーション支援事業 

     お達者クラブ等 225 回(PT157・OT39・ST29) 参加者 3,490 人 

     よかよか元気クラブ 471 回(PT517・OT45)  参加者 5,383 人 

     ボランティア等への講師 1 回(PT1) 

     個別相談  2 回（PT2） 

鹿児島市介護予防地域ケア会議 3 地区 4 回(PT12・OT12・ST12) 

鹿屋市地域リハビリテーション活動支援事業 18 回（PT18）参加者 219 人 

姶良市地域ケア個別会議 （PT3・OT3・ST3）推薦 

4． 災害リハに関する事業  

     鹿児島市災害時の情報伝達訓練 1 回 

     調整会議    1 回 

5．鹿児島県リハビリテーション専門職派遣事業 

   各市町村への PT・OT・ST の派遣事業 5 回（PT3・OT・ST1） 

【管理の部】 

   会員数 4,253 名 (PT2581 名・OT1140 名・ST532 名) 2021 年 3 月 31 日現在 

   公文書の発送  

理事会・総会の開催 

収支報告書の作製 
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予算額 昨年度予算額 備　　　　考

Ⅰ　収入の部

　1　受取負担金

　　　士会負担金

　2　受取会費

　　　会費 425,300 439,000 \100*4,253名   (PT2581名・OT1140・ST532)

  3  事業収益

　　委託事業収益 8,200,000 7,452,400

　　研修会事業収益 600,000 600,000 訪問リハ・リーダー研修会各2回ずつ、ステップアップ研修会6回開催

　4　雑収益

　　　受取利息 100 預金利息等

当期収入合計（Ａ） 9,225,400 8,491,400

前期繰越収支差額 8,968,141 8,150,000

          収入合計（Ｂ） 18,193,541 16,641,400

Ⅱ　支出の部

　1　事業費

　　　諸謝金 7,000,000 6,378,360

　　　会議費 300,000 150,000 日当等

　　　賃借料 250,000 250,000 会場費

　　　通信運搬費 80,000 80,000

　　　ソフトウエア 100,000 100,000 会計ソフト

　　　什器備品費 100,000 100,000

　　　印刷製本費 80,000 80,000 資料印刷代

　　　消耗品費 50,000 50,000

　　　旅費交通費 150,000 150,000

　　　人件費 480,000 464,000

　　　委託費 464,640 464,640 リハケアそうぞう　等

　　　負担金 200,000 100,000 災害時ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ推進協議会

事業費合計 9,254,640 8,367,000

　2　管理費

　　　渉外費 50,000 50,000 講師接待費

　　　印刷製本費 50,000 50,000 封筒・名刺代

　　　通信運搬費 200,000 200,000 電話代・切手代等

　　　福利厚生費 50,000 50,000 慶弔費等

　　　什器備品費 100,000 100,000 パソコン代等

　　　修繕費 50,000 50,000 備品代等

　　　消耗什器備品費 69,000 69,000

　　　消耗品費 80,000 80,000

　　　賃借料 150,000 150,000

　　　光熱水費 30,000 30,000

　　　旅費交通費 80,000 80,000

　　　人件費 2,520,000 2,436,000

　　　諸謝金 50,000 50,000 登記料

　　　租税公課 100,000 100,000 県・市税・印紙代

　　　支払手数料 200,000 200,000 ＦＢ基本料金代その他振り込み手数料等

　　　雑費

管理費合計 3,779,000 3,695,000

　3　予備費 5,159,901 4,579,400

   当期支出合計（Ｃ） 18,193,541 16,641,400

△ 8,968,141 △ 8,150,000

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 0 0

　　　　　一般社団法人鹿児島県理学療法士・作業療法士・言語聴覚士連絡協議会

令和4年度収支予算書(案)
自；令和4年4月1日　　　　　至：令和5年3月31日

鹿児島市地域リハ支援事業　県リハ専門職派遣事業
イオンわくわくウォーキング教室

 



―  （公社）鹿児島県理学療法士協会ニュース   No.94(133)  2022.8.22 発行  ― 

37 

第 36 回 鹿児島県理学療法士学会演題募集要項 

学 会 長       鈴東 伸洋 

学会準備委員長 野間口 猛 

 

謹啓 時下ますますご健勝の事とお慶び申し上げます。 

さて、第 36回鹿児島県理学療法士学会を令和 5年2月19日(日)、オンライン形式で開催する運びとなりました。つきまし

ては多数の応募をお願いしたく、以下の要領にてご案内いたします。 

演題応募についてご不明な点は以下のお問い合わせ先までお問い合わせください。 

 

演題募集要項 

 

Ⅰ．応募資格 

公益社団法人鹿児島県理学療法士協会会員に限りま

す。  

Ⅱ．応募方法 

１．E-mail にて下記の応募記載項目を記載し、演題原

稿ファイルを添付して送信してください。演題原稿ファイ

ルにつきましては、「Ⅳ」の作成要領に従って作成してく

ださい。E-mail を利用できない場合は、下記のお問い

合わせ先までご連絡ください。 

２．送られてきたメールのアドレスを今後の連絡用メール 

アドレスとして使用させて頂きます。連絡用に別な連絡 

用アドレスを希望される場合はその旨をメールに記入し 

てください。 

３．E-mail 受信後 1 週間以内に受信確認の返信メー

ルをお送りします。1 週間経っても返信メールが届かな

い場合はお手数ですが以下のお問い合わせ先までお

問い合わせください。 

４．応募記載項目 

メールタイトル：「第36回県学会演題応募」 

①発表演者氏名、氏名フリガナ、会員番号、所属施設 

②演題タイトル 

③演題分類番号 

（以下の演題分類表より選択してください） 

01．基礎理学療法 02．神経理学療法  

03．運動器理学療法 04．内部障害理学療法 

05．生活環境支援理学療法 06．物理療法 

07．教育・管理理学療法 08．その他  

 

なお、発表形式は学会長の判断で決定致しますので、

ご了承ください。 

Ⅲ．演題応募期間（期間厳守） 

令和 4 年 8 月 22 日（月）14：00 から 

令和 4 年 10 月 14 日（金）14：00 まで 

Ⅳ．演題原稿ファイル作成要領 

１．原稿のファイル形式は Microsoft Word 形式としま

す。フォント：MS 明朝、サイズ：10.5 で作成してくださ

い。 

２．演題タイトル、氏名、所属施設、本文の順番に改行

して記載してください。 

３．氏名は発表演者を先頭にし、発表演者名の前には

○を付けてください。 

４．共同演者は筆頭演者の後ろに記載し、各氏名の間

にはスペースを付けてください。 

５．所属施設が複数ある場合には、氏名の後ろに番号

を振り、番号順に改行して記載してください。 

６．本文（演者名・所属を除く）の文字数は 1400字以内

を厳守してください 

７．本文には【目的】・【方法】・【結果】・【考察】・【まとめ】

【倫理に関する記述】等の小見出しを付けてください。 

８．図表は使用しないでください 

なお、学会誌のフォント、レイアウト等は学会側で調整さ

せて頂くことをご了承ください。 
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Ⅴ．応募上の注意 

１．応募された演題と学会当日の発表内容が大幅に異

なることのないようにしてください。 

２．発表演者として複数の演題を応募することは認めら

れません。１人１演題を遵守してください。 

３.共同演者も原則として本会会員に限りますが、会員

以外の共同演者である場合は、その主体が本会会員で

あることが必要です。 

４．本文中に研究対象にとって不利益となるような属性

（人名、施設名等）を記載しない等、プライバシーポリシ

ーに配慮してください。 

５．演題原稿に関する著作権は第 36 回鹿児島県理学

療法士学会および筆頭演者に帰属し、学会誌へ掲載さ

れます。 

６．採択後の演題取り消しはできませんので、ご注意く

ださい。 

７．発表演者が発表できない場合は必ず共同演者(本

会会員)が発表を行ってください。 

Ⅵ．応募演題に関する倫理と利益相反に関する 

注意点  

○ヘルシンキ宣言等（倫理的な配慮）に沿った研究で

あることを確認し、説明と同意や個人情報の保護などの

倫理的な配慮に関する記述をしてください。 

○厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」をよく理解して対応してください。 

○必ず本文中の【倫理に関する記述】欄を設け倫理に

関する記述をしてください。記述がない場合は取り下げ

る場合があります。 

○倫理委員会の承認を得ている場合には、承認番号を

記載してください。 

○研究対象にとって不利益となるような属性（人名、施

設名等）を記載しない等、プライバシーポリシーに十分

配慮してください。 

○利益相反の可能性がある事項（寄付金など）がある場

合、研究助成がある場合はその旨を明記してください。 

○これらについては、すべて登録者の自己責任におい 

 

Ⅶ．発表形式について 

１．発表形式は学会長の判断で口述発表と致します。 

２．発表時間は 7分以内、質疑応答は 3分以内としま

す。（演題数により変更される場合があります。） 

３．口述発表スライド作成要領 

１）PC プレゼンテーションを使用し,ファイル形式は 

Microsoft Power point 形式とし、スライド枚数は発表時

間内であれば特に制限を設けません。 

２）動画及びアニメーションは使用できませんのでご注

意ください。 

Ⅷ．演題審査 

演題の採択は学会の査読委員による結果を参考に、学

術的発表に資する演題と学会長が判断したものから選

出し決定します。採否結果通知は 12月中旬頃を予定

しています。 

Ⅸ．生涯学習ポイント認定について（筆頭演者のみ） 

認定・専門理学療法士の更新要件である、「都道府県

理学療法士学会での一般発表の筆頭演者」または、4.

学会での発表等 4-1）都道府県理学療法士学会での

一般発表の筆頭演者：履修点数20点のいずれかを選

択できます。 

後期研修のE1～3 職域別研修（事例）は1 症例の発表

時間が30分以上を推奨のため、今大会の発表ポイント

には適応されません。 

Ⅹ．応募先およびお問い合わせ先 

第 36 回鹿児島県理学療法士学会 

準備委員長 野間口 猛（ノマグチ タケシ） 

（川内市医師会立市民病院） 

E-mail: kkpta36gakkai@gmail.com 

TEL:0996-22-1111 

 

 

 

 

 

 

て登録を行ってください。 

※上記の注意点の記載に不備がある場合は演題不採択 

となる場合があります。 
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姶良地区担当理事  弥栄 博文 

   姶良地区長      増山 泰英 

  

日 時 ： 令和4年  6月 14日（火） 19：00～20：00 Web開催（ZOOM） 

     参加者：82名 

 

テーマ ：『本当に大変？ 登録理学療法士制度』 

 

講師  ：鹿児島県理学療法士協会 生涯学習担当理事 

鹿児島医療福祉専門学校 白尾 麻美先生 

 

カリキュラムコード：159 『スタッフ教育と教育システム』 

 

講義概要：今回、初めて新生涯学習システムに対応した形で研修会を開催しました。登録理学療法士制度についての

内容という事もあり、多くの会員が参加することが予測されていましたが、Web研修会という参加しやすい環境も重なり、

予想を上回る82名の会員に参加して貰えました。 

 内容としては、県士会で生涯学習担当理事である白尾先生に新生涯学習システム 特に登録理学療法士制度に関す

る内容や専門・認定理学療法士制度の更新についての理解が深められるわかりやすい内容でした。 

今年度も、よりよい研修会が開催できるように、姶良地区運営スタッフ一同頑張っていきたいと思います。今後ともよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

第 1 回 姶良地区研修会 報告 
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南薩地区長 馬場病院 原野信人 

 

7月15日に今年度第１回目の研修会と症例検討会を開催致しました。研修会には35名、症例検討会には44名のご参加

を頂きました。 

 

 今年度より新生涯学習制度が始まり、南薩地区では6回(7～12月各1回)の研修会を予定しております。また、各研修会

後に症例検討会(１症例)を予定しております。 

 

 今回の研修会は、南薩ケアほすぴたるの木場涼介先生に「これからの臨床実習」をテーマにお話をして頂きました。こ

こまでの経緯やこれからの臨床実習のあり方と木場先生の取り組みを踏まえ、学生はもちろん指導する側の理学療法士

の成長と組織の成熟につながるヒントを得ることができました。木場先生有難うございました。 

 

 症例検討会は従来よりも長時間の設定となっております。30分間の中でより深い情報提供・意見交換が行われました。

Web開催ならではの課題もありましたが、座長・発表者・ご参加の先生方の御協力を頂きながら実施することができました。

今後も意見交換のしやすい雰囲気づくりに努めて参ります。 

 

 南薩ブロックでは地区リーダーの先生方と協力しながら、地区研修会・症例検討会を通じて会員の皆様の研鑽の場を

提供できればと考えます。今後も会員の皆様のご参加をお願い致します。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 南薩地区 研修会・症例検討会 報告 
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鹿児島・奄美地区担当理事  弓場 裕之  白木 信義  有村 宣彦                                      

奄美地区長 當田 直哉 

 

2022年度 第１回奄美地区研修会のお知らせ 

 

2022年度奄美地区研修会についてご案内申し上げます。 第１回の奄美地区研修会は運動器認定理学療法士    

幸田 康宏 先生 をお招きして『 腰痛に対する理学療法の展開 』 というテーマで、ハイブリッド形式にて行わせて頂

きたいと存じます。参加者の皆様には、コロナ感染予防対策の徹底に、ご理解ご協力を宜しくお願い致します。 

奄美地区会員の皆様の多数のご参加をお願い申し上げます。 

 

【 第１回奄美地区研修会 】 

日 時 ： 2022年9月3日（土）14：00～17：00 

場 所 ： デイサービス和月龍郷 

研修会テーマ ： 『 腰痛治療の臨床推論 』 

講師 ： 幸田 康宏 先生 （名瀬徳洲会病院） 運動器認定理学療法士 

研修会参加の締め切り ： 令和４年8月29日（月） 

 

【 研修会参加申し込み方法 】＊： 参加には事前申し込みが必要です。 

申し込み先 ：奄美市笠利国民健康保険診療所  當田 直哉  E-mail ：amami.pta@gmail.com  

E-mailに件名 「 第１回奄美地区研修会 」 と下記事項を明記しお申込みください。申し込み確認いたしましたらメー

ルにて申し込み受付完了の返信をいたします。返信がない場合にはお手数ですが再度お問い合わせください。 

① 氏名・フリガナ  ② 勤務先  ③ 生年月日（西暦） ④ 会員番号（8ケタ）  

⑤ 参加方法を、「 対面式受講 」 の 「 リモート式受講 」 どちらで参加されるか記載 

＊： 対面式受講を希望される方は、緊急時に連絡が取れる携帯番号の記載もしてください。 

⑥ 「登録更新ポイント」 「認定・専門更新点数」 どちらのポイント加算登録をするか記載 

⑦ 2022年度会費納入について（未納の場合は受講できません） 

 

【 履修ポイントについて 】＊前期・後期研修受講中の場合、付与はありません。 

 カリキュラムコード88 運動器疾患の理学療法 ３ポイント（１８０分） 

 

【 コロナ感染予防対策の徹底について 】 

 日本理学療法士協会の拡大予防ガイドラインに従って研修会を行います。申し込みメール返信時に、感染対策予防

の案内をお送りいたします。ご理解ご協力よろしくお願い致します。 

 

 

 

2022 年度 奄美地区研修会・症例検討会のお知らせ 
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2022 年度 奄美地区症例検討会のお知らせ 

 

2022年度 奄美地区症例検討会についてご案内申し上げます。 

会員の皆様の多数のご参加をお願い申し上げます。 

 

【 奄美地区症例検討会 Ｅー１：神経系 Ｅー２：運動器系 Ｅ-３：内部障害系理学療法学 】 

日  時 ：2023 年 1 月 27 日（金）19:00～        

場  所 ：Ｗｅｂにて開催予定（ZOOMにて開催予定）    

＊症例検討会参加の締め切り  ：令和 ５年 １月 ２０ 日 （金） 

 

【 症例検討会演題募集について 】 

発表を希望される方は募集要項を参考しお申し込みください。 

講義テーマ【 Ｅ-１神経系理学療法学、Ｅ-２運動器系理学療法学、Ｅ-３内部障害系理学療法学 】を選択ください 

症例発表者の事前登録の方は必ず令和４年１２月２３日（金）までのエントリーでお願いいたします。 

（１２月２３日までに抄録等やスライドが完成していなくても登録が必要です） 

＊：発表者は必ず施設の倫理委員会の審査もしくは所属長の許可を得て発表するようお願いいたします。 

 

【 症例検討会発表・参加申し込み方法 】  発表・参加ともに事前申し込みが必要です。 

申し込み先： 奄美市笠利国民健康保険診療所 當田  Ｅ-mail：amami.pta@gmail.com 

E-mail に件名「 奄美地区症例検討会 申し込み 」と明記し、参加者は①～⑤を記入ください。 

発表者は、①～⑥を記入ください。 

① 氏名・フリガナ  ② 勤務先  ③ 生年月日（西暦）  ④ 会員番号（8 ケタ）  

⑤ 2022 年度会費納入について（未納の場合は受講できません） 

⑥ 講義テーマ選択【 Ｅ-１神経系理学療法学、Ｅ-２運動器系理学療法学、Ｅ-３内部障害系理学療法学 】 

 

【 発表について 】 

・レジュメA４サイズを事前に提出して頂く形になります。 

・発表時間に制限はありませんが、発表質疑応答含め30分となります。 

 

【 参加について 】 

・開催２～３日前には、ｚｏｏｍ ＩＤ パスワードを申し込みメールに送信いたします。連絡がない場合は、お問い合わせく

ださい。 

 

【 履修コマ数について 】＊後期研修・前期研修D-2受講中の場合、付与されます。 

・発表者は、１回発表で１コマとなります。 

・参加者は、聴講が３回で１コマの対象となります。 

ご不明な点は下記までお問い合わせ下さい。 

奄美市笠利国民健康保険診療所 リハビリテーション科 當田 直哉（トウダ ナオヤ）  

TEL：0997-63-0011  E-mail：amami.pta@gmail.com 



―  （公社）鹿児島県理学療法士協会ニュース   No.94(133)  2022.8.22 発行  ― 

43 

 

 

 

広報・調査担当理事 湯地 英充 

調査資料部長     福永 裕樹 

 

対象：施設代表者 

期間：２０２２年４月６日（水）～５月１３日（金） 

方法：google フォーム 

 

Q１．回答者施設 

 あなたが主に所属している介護保険施設はどこですか？ 

 
 

 

Q２．リハビリテーションマネジメントの強化について（通所リハ） 

リハビリテーションマネジメント加算について、算定状況をお答えください。 

 
 

 

 

 

2021 年度 介護報酬改定影響調査結果報告 
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Q３．リハビリテーションマネジメントの強化について（訪問リハ） 

リハビリテーションマネジメント加算について、算定状況をお答えください。 

 
 

Q４．リハビリテーションマネジメント加算を取得している事業所のみ、お答えください。 

リハビリ会議の一人当たりの平均開催時間についてお答えください。（訪問リハ、通所リハ） 

 
 

Q５．退院退所直後のリハの充実について（訪問リハビリ） 

 退院・退所直後のリハビリテーションの回数について、改定前との週当たりの回数の増減はありましたか？ 

 

 

7.7% 

5.9% 
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Q６．社会参加支援加算の見直し（通所リハビリ） 

 移行支援加算を算定していますか。 

 
 

 

Q７．社会参加支援加算の見直し（訪問リハビリ） 

 移行支援加算を算定していますか。 

 
 

 

Q８．生活行為向上リハビリテーション実施加算の見直し（通所リハビリ） 

 生活行為向上リハビリテーションを実施、算定していますか？  

 

4.8% 

5.3% 

4.8% 

4.8% 
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Q９．機能訓練の取り組み強化（通所介護） 

 個別機能訓練加算を算定していますか？取得している場合は、どちらを算定していますか。 

 
 

 

Q１０．入浴介助の取り組み強化（通所介護、通所リハビリ） 

 入浴介助加算を算定していますか？ 

 
 

 

Q１１．口腔衛生の管理や栄養ケア・マネジメントの強化（施設系サービス） 

 栄養マネジメント強化加算を算定していますか？  

 

4.8% 

3.8% 

3.8% 
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Q１２．口腔衛生の管理や栄養ケア・マネジメントの強化（通所系サービス、多機能系サービス、居住系サービス） 

 口腔・栄養スクリーニング加算を算定していますか？  

 
 

 

Q１３．科学的介護の推進について 

 LIFE 関連の加算を算定していますか？ 

 
 

 

Q１４．ADL 維持等加算の拡充（通所介護、介護福祉施設等） 

 ADL 維持等加算を算定していますか？  

 

8.3% 



―  （公社）鹿児島県理学療法士協会ニュース   No.94(133)  2022.8.22 発行  ― 

48 

Q１５．褥瘡マネジメントの強化（介護保険施設等） 

 褥瘡マネジメント加算を算定していますか？ 

 

Q１６．排せつ支援の強化（介護保険施設等） 

 排せつ支援加算を算定していますか？ 

 
 

 

Ｑ１７．在宅復帰・在宅療養支援機能の評価の充実（介護老人保健施設） 

 老健の施設類型はどちらに当てはまりますか？ 
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Ｑ１８．在宅復帰・在宅療養支援機能の評価の充実（介護老人保健施設） 

 リハビリテーション専門職の配置割合はどちらに当てはまりますか？ 

 

１９．訪問看護事業所におけるリハビリテーション専門職の配置割合はどれが当てはまりますか？ 

 
 

２０．その他 今回の改正において、リハビリテーション業務や運営上、影響が出た点などがあれば回答ください。

（自由回答） 

 

特にありません 

医師参加のリハ会議開催スケジュール調整が大変 

介護予防訪問リハ 12 カ月超の減算 

 

 今回、２６件の回答を頂きました。設問としましては、Q2 が必須項目の設定になっており、リハビリテーションマネジメント

の実施対象外の方も回答している不備があったため、結果が算定していないとの回答割合が多くなっております。ご了

承ください。 

 部会の中でも、前回の H３０年度改定と比較し、リハビリテーションマネジメント加算の医師の算定要件や LIFE の導入

など、リハビリテーション専門職の業務量の増加や要件が複雑になっているなどの意見も聞かれました。 

今後、令和６年度の診療報酬との同時改定に向けて、事業所ごとの取り組みなど、保険部との連携を図りながら、情報

提供できるよう、検討したいと思います。お忙しい中、アンケート調査へのご協力を頂き、ありがとうございました。 

 

文責 福永 
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医療法人クオラ クオラリハビリテーション病院あいら 

 久保下 洋輔 

 

本年もはや半年が過ぎようとしており時の早さを感じるこの頃、協会員の皆様におかれましてはいかがお過ごしでし

ょうか。黒岩整形外科内科様よりご紹介いただき、今回は私が勤務する医療法人クオラ クオラリハビリテーション病

院あいらの紹介をさせていただきます。当院は JR 日豊本線帖佐駅より約 2 ㎞、九州自動車道桜島サービスエリア、

桜島スマートインターチェンジ近くに位置しております。診療科は整形外科、リハビリテーション科、リウマチ科、麻

酔科、循環器内科、内科、糖尿病内分泌内科があります。当院では「地域の中核となるリハビリテーション病院を目

指し、専門性の高い医療を実現します」を運営方針として掲げ、一般病棟３０床、地域包括ケア病棟１8 床、回復期

リハ病棟 48 床、計 96 床の病棟リハビリに加え、外来リハビリ、通所リハビリ、訪問リハビリに理学療法士 40 名、作業

療法士 10 名、言語聴覚士 2 名、助手 5 名、マッサージ師 1 名の計 58 名のリハビリテーションスタッフが在籍してい

ます。教育システムとして経験年数の浅いスタッフのフォローや指導が行えるよう各病棟、外来ともに 3～4 人でのグ

ループを組んでおり、患者様のことや各種業務での相談が行いやすい環境であり、治療場面で悩んでいることがあ

れば、先輩スタッフが声をかけ協同して治療介入する体制もあります。主に骨折の術後、TKA・THA、脳血管障害

などさまざまな疾患の方に対するリハビリテーションを提供しています。また、糖尿病の専門医の指導のもとリハビリ

テーションスタッフもチームの一員となって入院患者様への運動指導、地域の方々を対象とした糖尿病教室にて体

操の指導を行っています。専門性の高い医療の実現のためにリハビリテーション部内や院内での研修、症例発表

も数多く行っております。また、各個人としても日々自己研鑽に励んでおり現在、認定理学療法士 11 名(運動器 9

名、脳血管 1 名、管理 1 名)となっている他、糖尿病療養指導士や呼吸療法認定士の取得者もおります。私は以前

の職場では、介護保険領域のリハビリテーションに関わることが多かったのですが、整形外科分野の知識・技術を

学びたいと思い転職し当院での勤務が 4 年目となります。初めは聞きなれない言葉も多く不安もありましたが、諸先

輩方に丁寧にご指導いただき少しずつ技術が身についてきたことを実感できるようになってきました。今後は私自

身も後輩への指導に尽力していきたいと思います。そして当院のグループ理念でもあるすべての患者様、利用者

様ひとりひとりによりよい暮らしを実現するパートナーとして地域社会に貢献できるように知識・技術の向上に励んで

いきたいと思います。 

             

私と私の職場紹介 

 



―  （公社）鹿児島県理学療法士協会ニュース   No.94(133)  2022.8.22 発行  ― 

51 

 

 

 

医療法人 玉昌会 キラメキテラスヘルスケアホスピタル 

丸山 元大 

 

患者様のリハビリテーションの中で疑問に思う事や思うようにいかない事は多々あります。その都度色々な文献で調べ、

患者様のデマンドに応えられるように日々努力しています。しかし、覚えたことを次の日には忘れ、悔しい思いをしたこと

はないでしょうか？「人間は忘れる生き物である」とよく言われますが、どうにか忘れないために何か方法はないかと考え

たときに出会ったのがこの本です。 

 

 この本は「自分を鍛える」と書いてあるように、生活の質、記憶力、話し方など、人として必要なものを向上させるための

方法がまとめられています。私達の職業は、技術や知識、コミュニケーション、体調管理など総合的な能力が求められま

す。求められる能力を得るためにこの本では具体的な手段が記載されています。記憶力が向上する方法、読書術、運動

の大切さ、頭の休め方等、様々な事が記載されており、日常生活で実践しやすい内容となっています。 

 

 この本を読んで、忘れないための努力はただ覚える事だけではないという事を学ぶことが出来ました。さらに心と身体

は表裏一体であり、何かを達成するためには近道はないという事も再認識しました。患者様へよりよいリハビリテーション

を提供するために自分自身の習慣を見つめ直すきっかけになればありがたいです。 

ぜひ一度、ご一読いただき今後の参考にして頂けたら幸いです。 

 

                      

私のおすすめ 
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先輩認定理学療法士よりアドバイス  

認定理学療法士 地域理学療法 

医療法人平和会 平和会訪問看護ステーション紫原 

徳冨健太 

 

◆取得しようと思ったきっかけ・分野について 

2018 年頃より研修会に参加した際、最低お一人とは名刺交換をするということを心掛けて研修会に参加していまし

た。名刺交換をさせて頂く中で、様々な資格を持っている、自己研鑽されている方が多いことを知りました。また、養成

校時代の友人が呼吸認定理学療法士を取得したことを知り、研修会に参加するだけでなく、認定理学療法士を目標

に勉強を頑張ってみようと思ったことが取得のきっかけです。地域理学療法を選択した理由は、以前の職場で訪問リハ

に 5 年ほど携わる中、日々やりがいや楽しさ、難しさを感じつつ、訪問リハ部門の責任者を任され、より質の高い訪問リ

ハを提供するために、専門的な知識や技術を身に付けたいと思ったからです。 

◆研修会受講・症例報告・試験への対策について 

研修会受講については、2017 年頃より月 1 回以上は何かしらの研修会に参加するということを決めていたため、ポイ

ントを集めるのは苦慮しませんでした。しかし、10 症例の提出にはとても苦慮しました。友人から症例作成を丁寧にした

方が良いとアドバイスをもらい、公表されている採点基準や記入例をもとに何度も練り直し、締め切り間近の提出となっ

たのを覚えています。症例をまとめることで、日々の臨床の振り返りができ良い機会となりました。試験対策は先に認定

を取得した友人やインターネットから情報を集め勉強しました。私が受験した年は、2 月に予定していた福岡での試験

がコロナ禍にて急遽 5 月に延期となり、オンライン試験へ変更となりました。その間新しい職場に移ったこともあり、とて

もバタバタした事を思い出しました。 

◆認定理学療法士を取得して 

認定理学療法士を取得することがゴールではありませんが、勉強しインプットするだけでなく取得に向けた過程も価

値があることだと感じました。訪問リハではご利用者やご家族、他事業所の多職種と関る機会が多く、名刺交換をする

機会が多いです。その際に、認定理学療法士と記載してあることで注目されることもあり、認定理学療法士の名に恥じ

ぬよう日々研鑽し続けることが大切だと考えています。 

◆今後の目標など 

現在は法人内の訪問看護ステーションに勤務しており、医療依存度の高い方、難病の方、終末期の方などの在宅生

活に携わることが多いです。そのため、更に訪問リハを深く学びたく、日本訪問リハビリテーション協会の認定訪問療法

士取得を目指しています。また、今後は学会発表や学術誌への投稿も積極的に取り組んでいきたいと考えています。プ

ライベートでは、小学生・中学生を対象にしたサッカースクールでゴールキーパーの指導にも携わっており、指導者ライ

センスを受講中です。今後も仕事やプライベートでも、様々な事にチャレンジしていきたいです。アドバイスという観点か

ら皆様のお役に立つ内容になったか分かりませんが、認定理学療法士に興味を持っていただき、取得へ向けた一歩を

踏み出すきっかけとなれば幸いです。 
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＜会員動向＞（5.15～6.15 定期承認まで）    

入会 55 件 県内異動 84 件 転入 4 件 転出 4 件 休会 4 件  休会継続 14 件 復会 11 件 

退会 4 件 

 

会員数 2,667 名 

会員所属施設数 476 施設 

 

＊会員動向に関する詳細は非公開とします。＊ 

 

 

役員行動録（R4.4.1～7.31） 

4/1 JPTA 理事会（平名・弥栄・生駒）） 

4/2 JPTA 拡大組織運営協議会（平名・弥栄・生駒） 

4/5 姶良地区会議（弥栄） 

4/7 全国士会長懇談会（平名） 

4/13 霧島市長表敬訪問（平名・弥栄・東條） 

4/14 県連盟会議（平名） 

4/15 大隅地区会議（平名） 

4/17 新人オリエンテーション（平名） 

4/18 ３役会（平名・弥栄・生駒・東條） 

4/19 連盟研修会（平名） 

4/20 理事会（平名・弥栄・生駒・東條） 

4/22 鹿児島高次脳機能研究会世話人会（平名） 

4/23 小川かつみ後援会会議（平名） 

   小里代議士意見交換会（弥栄） 

4/27 鹿児島市長寿あんしん課打ち合わせ（平名・東條） 

   生涯学習システム打ち合わせ(東條) 

5/9 鹿児島訪問リハビリテーション研究会会議（弥栄） 

5/13 半田 PT 連盟会長意見交換会（平名・弥栄・生駒・東條） 

5/15 JPTA 理事会傍聴（平名・弥栄・生駒・東條） 

5/16 ３役会（平名・弥栄・生駒・東條） 

5/18 理事会（平名・弥栄・生駒・東條） 

5/19 POS 連絡協議会県リハビリテーション専門職派遣事業打ち合わせ(東條) 

ダイハツ健康安全運転講座打合せ（弥栄） 

5/21 第 13 回訪問リハ・地域リーダー会議（弥栄） 

5/25 ダイハツ「健康安全運転講座（弥栄） 

5/26 全国士会長懇談会（平名） 

事務局より 
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5/27 連盟研修会（平名） 

5/29 福祉用具専門相談員研修会講師（弥栄） 

5/30 JPTA 代議員鹿県会義（平名・弥栄・生駒・東條） 

5/31 POS 理事会（平名・生駒・東條） 

6/5 JPTA 代議員総会（平名・弥栄・生駒・東條） 

6/7 連盟役員会（平名） 

   鹿児島訪問リハビリテーション研究会会議（弥栄） 

6/8 姶良地区選挙対策会議（弥栄） 

6/9 政策検討委員会（平名） 

6/10 リコー打ち合わせ(東條) 

   POS 連絡協議会監査(平名・生駒・東條) 

6/13 ３役会（平名・弥栄・生駒・東條） 

6/14 鹿児島 JRAT 役員会（平名） 

九州ブロック政策検討委員会（平名） 

第 1 回姶良地区研修会（弥栄） 

6/15 理事会（平名・弥栄・生駒・東條） 

  令和 4 年度第 1 回教育課程編成委員会(南学園)（弥栄） 

6/16 九州ブロック小川氏後援会決起集会（平名・弥栄・生駒・東條） 

6/18 小川氏選対本部説明会（平名・弥栄） 

6/18 県士会監査（平名・弥栄・生駒・東條） 

6/20 県士会総会（平名・弥栄・生駒・東條） 

6/23 鹿屋市役所 訪問(東條) 

6/24 県連盟リーダー塾（平名） 

鹿児島県青年部会の集い（平名） 

6/25 介護職スキルアップ研修講師（社協）（弥栄） 

6/27 姶良地区選挙対策会議（弥栄） 

6/26 小川氏全国一斉決起集会（平名） 

6/28 POS 代議員総会（平名・弥栄・生駒・東條） 

6/30 鹿児島市「シニア世代のヘルスプロモーション事業」事業推進委員会（平名） 

   小川参議院議員後援会会議(東條) 

7/4 鹿児島訪問リハビリテーション研究会会議（弥栄） 

7/8 小川氏個人演説会（平名・弥栄・生駒・東條） 

7/15 ３役会（平名・弥栄・生駒・東條） 

7/20 理事会（平名・弥栄・生駒・東條） 

7/24 JPTA 第 1 回 Spice フォーラム(東條) 

7/25 県高齢者保健福祉計画作成委員会（平名） 

7/29 十島村役場打ち合わせ(東條) 

7/30 九州ブロック士会長会議（平名平名・弥栄・生駒・東條） 
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所属施設の変更・自宅住所の変更等により会員登録に変更が生じた場合は、速やかにマイページより異動手続きをお

願いいたします。  

施設情報の変更は、施設代表者がマイページにログインし手続き進めてください。 

 

 

研修会参加は会員であることが必須要件です。 

新卒・非会員の方へ入会のご案内をよろしくお願いいたします。 

入会手続きについては、日本理学療法士協会ホームページをご参照ください。 

 

 

研修会については、鹿児島県理学療法士協会ホームページ等で案内いたしますのでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～編集後記～ 

 まだまだ残暑が厳しい日が続いておりますが、皆様方におかれましてはいかがお過ごしでしょう

か。今年は3年ぶりに行動制限がない中での夏休みシーズンやお盆を迎えました。まだ状況としては、

感染予防に注意を払いながらではあるかと思いますが、久しぶりに帰省などをされた方もいらっしゃっ

たのではないでしょうか。 

暑中のお疲れが出やすい時期ですので、体調を崩されないようくれぐれもご自愛ください。 

 

今後もより良いものを発信していけるよう努めて参ります。広報誌に関してご意見等ございましたら、

編集部まで連絡をよろしくお願いいたします。 

 

編集部  尾付野 友紀 

E‐mail：rihabiri@gyokusyoukai.com 

 

 


